
牛島他：精神発逮遅滞児の知能強化訓練

精神発達遅滞児の知能強化訓練一その2一

研究第8部 牛、鳥義’友

　　　　　、森　田　規1子

研究第5部・萩・原英敏

　1．　まえがき

　精薄児の知的機能を直接強化訓練することにより，能

力を向上させ，それに伴って社会的適応を容易にしよう

というン精神発達遅滞児の知能強化訓練の研究成果は，

本研究所紀要一第工0集に記載されてある。これに続いた

今回の研究は，昭和49年～50年にかけて個別指導をうけ

た幼児の内，最低5カ月継緯のケース12名をえらびン前

回と同じやり方で分析すると 共に，ギルフォードの知能

因子分類の内，その基礎的能力である詔知力に焦点を当’

て，細かくみて行くσ又，個別摺導で使っている1敦材を

認知の分野で具体的に示すと共に，幼児と指導者のやり

とりを通してン基礎的能力の認知力をつけるための指導

者の幼児に対する扱い方， この認知力を通してブぷり商

次の能力に結び？ける事法などについて考えて行くこ．と

にする6

21、研究目的～ 対象及ザ方法

　すでにン紀要第10集にのべた通りで訪るがン訓練内

容， 目標についてはプ1研究過程において修正しつつも2

少しずつ明らかになった所をのべたいと馬う。

」．P．GuiLfordの120知能因子の中から対象児に学習

可能な因子を選択し，その因子を中心に訓練計画をたて

たσ全体として基礎的な認知の訓練を主に行ない，ぞり

能力が十分獲得された所で，1記憶，拡散，複合的思考，

又評価に領域を少しずつ広げていくという方針を続けて

きて鴨．その翻として1モンテッソリの騨鄭

や，エンゲルマン，ベライダーの知覚一言語を組合せた

新幼児教育法，フロステ「イヒ， クリンクシャンクの知覚

教材など多方面から適当と思うものを参考にしン、用いて

行く事が肝要であるど思われる。 というのは2 ある方面

だけの教材， 例えば， 『モシテジヅリ教材だけだ どず惹

と， こ 6づ感覚教材カゴら｝ま2＝感鎚を通じての認知力プ言己億

力，又評価力は育・うたと1して1もデこれら基礎力から発展

する拡散的生産思考，複合的思考につなげる為ば峠，教

材として不足しているからである。ギルフ、オードの蜘能

因子を因子の最大数と考えて訓練する方針である以上芝

モンテッソリ教材はンその一部とはなるが2けっして十

分なものとはいえないΦである・こ ういう意味でも，対

象児の知的特徴を十分分析の上ン遅れている知能因子の

訓練強化を容易に進める為には〆どれといった教材に固

執する事なく，因子にあたった教材なら市販玩具を利用’

したり呼勘し効砿歎麹つた方力監鱗塗結
果が得られるのではないだろう1か。、

　知能強化訓練がギルラォ
〒

ドの知能因子を基に教材を，

与え鱒してヤ・る嘩明らかにしゆ監乳 次峠響の茸
象児に対する接近法グ又そφ目漂と．いうものにっ》・ズ明い

らかになった所を述べてみたい。

　対卑児は知的機能訓練に耐えられるレディネ堺炉でき

ている事が必要なので主にI　Q70以上のもの（49年ん50、

年ほ宰均80前後）を考えて行っているが・々・くら下限鱒

ある とy・っても知的遅滞がな恥という ことでなく ， 知駒

に問題がない子とはおのずからち歩った特徴を示してぐ

る。それ故，今まで主に情緒障害を含む知的遅滞児に行

なわれた心理療法の内ンエQ70啄上の子の坤叩機解訓緯

の接近法左して，どの様なやり方が取も適しているかン．r

色碑簾から見当してヤ・かな臓ま南醸 榊薄
弱児に対して，ノンディレクティブな遊戯療法が集団形i

式で今まで多く得なわれ，それなりの成異碧あザてきた

事は諦ないわけにはヤ・かなヤ・・ただ森齢生も「この．

ノンディ》クティブな方法㊨効果蛋劃知能の高さど函係i

が深く，知的に低い子供歩指導者の受容する言葉を理解

し，自分の行為，対象の認知などの洞察が出来るか？再

考してみ斎必要がある」 と「PLAY　THERAP￥W工TH！

MENTALLY　SUBNORMAL　CI｛ILDREK」の監修¢ガ

言葉で， のべられているようにジ知的遅滞のある対象児

には今までのやり 方では効果が薄いように思われる。ッヒ・

どえ精神的圧力からの解放が，遊戯療法にようてなざれ、
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第1表　各検査で測定された訓練放果
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「乳幼児」64－70（＋6）EEG
　slightly　slow　wav匂斜視
EEG　slightly　abnormal

s夏ighUy　autistic

Brain　Damage
夜尿（完治せず）

r乳幼児」26－36（＋10）　先天
　性白内症
「乳幼児」61－67（＋6）場面鍼黙，

　指導者には話すようになる
母親がneurostic

「wisc」102－121（＋19）

第2表1各検査の上昇指数および上昇得点の平均

．1影噛査II禦霞旨判萎・1㌶㌃手㌘

1人数（N）い・名1 6名 ．、5名

￥醜無1 9・4（1・O）1 魯， 75（IQ）1 2，8（得点）

δ． rr4・・ 1・…5．1 2．8”

第3表 訓練期間と鈴木ビネー検査の上昇指数

期 間鉢数（N）陽鵬1δ
17ヵ月以上 2 9．5 0，5

励胆5ヵ月／ 5 6．6 3．38

6カ月以下 3 ・1・41 1、6

偏差値による段階」づけ．

第4表　開始時の鈴木ピネー検査能力と上昇拍数

65 97 7 9．7 2．8

64以下 1・ 1 1

と思われる。それ故，知的遅滞児に対する接近法は2そ

の子の持っている知的特徴にあわせて， 訓練を重ね夕持

って生まれた知能はかわらないとしても，その訓練によ

づ，社会的課題解決の手段を見出し，他の者から区別ざ

れないタ精神的圧迫を感じない子，又精神的安定状態を

備えた社会的適応め出来る子に指導しでいく審だと考え

るoそれにはラポールをうける為にある時には受容して

いくかも知れないが，直接的介入が多くなる。・ただ介入

といらても，子供の動機づけには注意をはらうrべきで，

課題に夢中で取組んでいる時には，内発的動機を大切に

し2横でそヴとながめている態度を とり，よく出来たら

行動療法の賞を与える。又出来ない時には，指導者が解

決の糸口を示し，子供が自分で解決出来るよう．にしむけ

る。ここでは，指導者はあくまで子供のH610e士であり

自分自身が解決する主体ではない。ただどこまで援助す

ぺきか，又どうやってその糸口を示してやるかは， その

子の特徴，能力によりンより分析的に1つ1づ段階的に

示してφる必要があると考えられる。又時には指導者の

意図しないやり方で取り組んだり，課題解決したりする

場合があるが，その時は身よほど能力以下のメチャクチ

ャなやり方をしないかぎりそのやり方を認め，より課題

が発展するようにrしむけてやる必要があると思う。

偏差値による段階づけ

たとしても，その圧力の電な原因となっている知的能力

低下一・社会的課題解決不成功，この不成功の連続とい

う事に焦点をあて7 この問題の解決を急がない限り，そ

の根本的解決にはなりえず，行動療法がよく批判される

対処療法にしかなりえない危険性がそこに含まれている

3．結果

　結果の歯し方は第10桀と同じであるが，今回は各テス

ト結果（第1，2ン3，4表）の他に，竹井式職業適性

検査用のテストの内，主に認知力を計る【型はめ”と，

目と手の協応力を計る“リングさし”を幼児用にやり方を

かえて5名の者にやらせ，各テスト結果との関係でその

訓練効果をみる事にした。第1r図は、般型はめ”で，被験

■
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第1図　型はめ
第2図　 リングさし

31 』

善

（
計40個
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ロド　コしし　ドじじドロ 　　ド　 　トノ　　ココ　

　11右l　l
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驚履3亙＝ギ

　　　‘　　r　　i　　l　　l　＼』1
都ヂ計・5個から伽瞥趣型淑サ出し律碑同・

嘩．（醸駈躯伽鰯滋晦灘力茎）一味
にはめこむのである。第2図ぼ“リゾグさし’1で存手酔

2嘩ンチぱ測の鉄線をもち堕手で，（きき手が左畷

食章逆に）7計妬梱がぢなる直径ぎ苓野程度切’シグを一
P

1つ1つ入れるのである。その結果（第5・6表）は，

横軸に時間（分単位）をと窮縦軸に累積された正答数

を表わしてある。正答数が，累積である一ので，勾配が急

になる程，正答数が増加する事になる。なお破線が訓練

開始時の，実線がア訓練後の結果である。試行各1回。

4．考　察
各テストの内，鈴木ビネー検査，知能判定検査，ベン

第5表罵型はめ”結果

（A）
』　　’ 戸〆 ’』　r『

2　　Y’》1』IM
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』

ただ指数をトータルでとったので・こういう結果！露 ゑ

てしまった。しかしベンダーの結果をみると♪Ki3．牟

プラス8点と最高の効果を示している・それ故魂撚

の事を総合すると，K．T、は，テスト態度に相当むらが

あり，テストが彼の能力を十分計れられてないとも考え

られる・彼の主訴驚腋尿も帰の競示してヤ》解
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第6表　“リングさし”結果
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（E） 　　12
2’16”　　3’5”

M，　W

　分
ではないだろうかo

　今回は，紀要第10聚に比べて，1年間をまとめ痙寧

で，対象児が少なくア上昇の平均点以外は，人数が10名

いる鈴木ビネー検査による訓練効果を分析した。そこ

で・各テストの訓練効果の平均上昇はン第2表に示した

通9である。これによると鈴木ビネーテストン知能判定

検査の両方とも，約9点（、I　Q）の上昇がみられう。こ

れは第10集の結果とほとんど同じであり，ここ3年間対

象とした総数30名程度の上昇の平均が9点（工Q）台と

いうのは興味深い結果である。 なお訓練期間と効果につ

いては，第3衷のとおりで最長期問（17月以上）はそれ

以下の期間（71ヵ月ん15カ月）より上昇しているが，最

短期間（6ヵ月以下）より｛申びがにぶヤ、oこれは，最短

期間の3名が訓練開始時に相当平均よ、り高い知能指数を

有してお窮習得能力が早1く訓練の効果が短期間であら

われた結果であろう。又開始時の鈴木ビネー検査ではか

られる知的能力とア訓練効果については，第4衷が示す

通りI　Q（65パ97）で♪1番のぴているグループはこれ

iま個別指導が対象とする知的能力段階IQ（70－100）で

ある。これも紀要第10集と同じ結果であり，教材自体，

又指導目標がこのレベルの子供に置かれている事をもの

渉たるものであるQ

　次に認知能力という意味での賦型はめ”目と手の協応

力という意味での“リングさし”の結果をみると・第5

表夕第6表が示す様に，すべての子供で7実線（訓練後）

の方が破線（開始時）より，正答数も多く，しかも時間

的に早く出来た事を示している5との事は，知能指数ば

かりではなく，実験結果からでも，訓練効果がンあがっ

た寧を証明するものと言っていレ・のではないかoただそ

の数も少なく，コントロール群がない為，自然の成長だ

といわれるかも知れないが，5名がすべての課題で上昇

したのであるからン訓練効果のせいだと私はあえて強調

したい。又この実験えおレ・七ン・各被験者の知的能力，特

徴1主訴といゲもの力弐適確年表やれている事に曽目した

い。例えば2．Y．M齢るど型はめ”でも風【リヒグ

さし”で馳好嘩比べて一番劣ってヤ’否・IQ㈱

．ゆ65妬頭よ盛贈南崇が・斜視嚥
奥行り知覚を含めた認知力， 目と手の協応卑が不足し，

ごの様な紹果になってい 顔。又9・Mβ・は・目と手の

協応では1、Qがもっとも、商ヤ・子供のセベル（す獄わち＄

分前後で出来る）を示しているのに♪認知力の型はめで

はI　Q72程度のものしか示 してv・ない。これは型はめ

が，表一裏をひづくりかえすという少し高度な認知力を

要求した事でアその子の1 Qでは， この結果しか生み出

せなかったためではないだろうか。この子の主訴である

場面鍼黙は，この面からみても，知能低下によるものと

考えられる．最後に，6、K，T・12・M・W・齢てV’く

と，この両方とも，2つの課題とも 3分前後で完成して

いる。元々この2人は知的能力の面ではあまり問題がな

　　　　　　　　　　　　　じ　　　く　（工Q100と一92）夜尿とか我ま衷といった情緒的な問

題が主訴であったから当然の結果だと考えられる。以上

ゐ結果か秘，各種の知能検査と，心理実験には相当高

ヤ・相関が考えられ，それによ略テストから得られた諦Il

練効果は信頼性の高いものだといえるのではないだろう

か0

　5。　認知を中心とした教材とそ甲接近法

　訓練の教材は，ギノレフォードの知能因子薩づいたも

のである事はすでに述べた。そこで今回はン この因子の

中で，最も麸本とな勢，又尋入の上でも2初期の段階と

考えられる。認知（cognition）について，具体的敦材を

示すと共にンその教材を使いながら指慾者が対象児にど

のようば接近するか，そのやり方を具体的に示してみた

い。そこでまず認知とい一うものについて2その童昧する

所を考えてみたい。ギルフォードは多年にわたる因子分

析的研究によって，知能因子を3つのカテゴ・リーに分類

する事を見出した。その1つが，情報種類のカテゴリー

で，そこには図的（figural）・記号的（symb・1ic）ン騨

的（semantic），行動的（behavioral）と4つの種類が
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ある。図的情報とは，像として知覚されたり，想起され

たりする具体的形状をなしている情報と定義され，その

中には異なった感覚様相のものがある。たとえぱ視覚領

域では色♪形，表面のきめン大きさなどがあるし，聴覚

領域では音色2音程などが含まれる。記号的情報とは，

文字，数字，音符や何かの符号のように，でれだ骨では

意味をなさない要素的な素材によってもたらされる情報

を指すo意味的情報とはふつう単藷がもっている意味を

用いて伝えられるもので雷語的伝逮とか言語的思考など

において用いられる箭報である。行勤的楠報とは，人間

関係に含まれる非書語的な情報で，人の表情，体の動き

行動などを通して，あるいはこれらに関連した事がらを

通して伝えられる情報である。第2のカテゴリーが情報

所産のカテゴリーで，それは，単位（units）， クラス
（classes），関係（re且ations），体系（systems），変換

（transf・rmati・ns），r み（impUcati。ns）の6つにわ

けられる。まず単位とは，もの，そのものをさす。他の

クラスや関係が，いくつかのもの，すなわち情報の所産

によってはじめてあたえられるものに対し，この単位は

他の所産なしにそれだけで存在する。クラスとは，いく

つかのものの中に何らかの共通性を見出しン抽象するこ

とである。いくつもの文字列の梅成に比べて，共通な特

徴をもったものを 1つの群にするとか，いくつかの語と

何かの意味で共通性をもった語を探すという時，クラス

の楠報を問題としている。関係は文字どおり，ものの関

係を指すカ㍉ものの間には無数の関係がある。琴つの語

の意味を比べ，与えられたもう1つの語に対し，さきの

2藷の間の関係と同じ関係をつくるような語を探させる

いわゆる言語的アナロジーの課題はンこの関係の所産と

しての箭報を扱うものである。体系とは，穂報項目の組

織化されたあるいは構造化された集求りをさす。例えば

要素的な図形から見なれた対象物を構成させるテスト

は夕この体系を扱うものといえる。変換とは，ある情報

によって伝えられる内容が，1つの状態から他の状態に

移る時の変化，修正ン変更などをいう。例えば，機械的

推理課題で2ある部分の運動が他の部分にどのような運

動を起こさせるかを問うようなものは，変換という情報

の所産である。含みとは，与えられた情報が，ある事柄

を予想させたり》期待させたりすることでありン何か他

の馳騨するよう構羅扱う課題は・こ囎みにか

期わるもρであう。例ネば，ある都市で3日聞停冠が続

いたら，どのようなこ とが起こるかという課題は，そこ

に与えられた情報から関連した賭条件によって種々の原

因と結果を考え，事態を予想することを自然に要求する

ものであるからン含みという所産を取り扱うものである

第11集

といえる。以上2つのカテゴリーについてのべたが，最

後のカテゴリーとして操作のカテゴリーが考えられ，こ

の中に問題としている認知という操作が含まれている。

操作カテゴリーにはアこの他ア記憶（memory），拡散的

生産思考（Divergent　productlon），複合的思考（con・

vergent　productiQn），　評価（Evaluation）　といった種』

類の操作がある。そして認知という言葉は“いろんな情

報の種類又所産をンそれと認めたり，探しだしたり，さ

らに理解したりする操作であって，例えば，いくつかの

藷の中から1つだけ異質なものを選ぴ出すのは，認知の

操作である”と定義づけられている。この様にギルフォ

ードの知能構造にそって，教材を考えていくと夕ある教

材が今回は認知という操作は同じであっても，種類，所

産という2つのカテゴリーのどれにあてはまるか，なか

なかはっきりと分類出来ない事がある。又教材は一定に

しておいても指導者の接近法によって操作の過程が，他

の働きにかわることも可能である。だが以上の嶺をふま

えながなも，現在個別指導で使っている教材を分類し，

その接近法を考える事にした。

　なお指導者をT，対象児をCとする。

第3図　マティレイティドピクチャ（図的，単位，認知）

　　　　　　　　　　　　　　く説明＞

μ

T「これ何のえだろう

　！」

C「なんだろうかンテ

　レビかな」

T「そう，でもきちん

　とかけてないね。C

　ちゃんクレヨンでき

　ちんとかいてよ」

第4図パズルぎックス（図的，関係，認知）

』

〈説明〉は次頁。
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第5図　どこにいれたらよいで しょうo

　　　　（図的，クラス，認知）

〆

　　　じぺ

△1

一＝一黄自
一

一1

赤

　　　　　　　　亡＝＝＝＝コ’
、

　　㌧崖コ 　　　赤　’o
　　⊆＝＝＝＝コ　　　　　
　　　繰　　　　　　1＝＝コ
　　　　　　　　　　　o

ロ＝＝31　　　　こ＝＝＝＝3、
』㌧茶＼ 　・　　繁ロ、1

　ρ　　　　　　　　 10　〔
　＼』．

〆

　　　　　
ヨ

　＝＝＝⊇ゴー’

　　　　、
　ξF自

！

　第4図〈説明＞

Trそとにでているいろんなかたちのものを夕合う穴を

　選んで入れて／」

C「ほかのものは入れられたけξ，これ，わかんないや」

丁　何度かやらせ，それでも出来ないと，その形とあラ面

をcの目前に持って来て，形を鯉（す4わ
　ち平行）にして，その状態のままボックスをたたく，

　それでもわからない時は，形や穴を繍ゑ。

　第5図〈説明＞　　 F

、、

Trいろ船ろさを蔀灘して1さしこみなさい」

crこれ，弦く はいんないな」で

Trcちゃん，そ碗隅』 帥囑のがずでに・はv’

ってヤ・るじゃないの・ひろさがち融、んじ醜いの」

C「あ一そうか」

第6図　carr6e（図的，ぞラ琴，認知）

黄 黄 黄

青．． 晋 緑

赤 赤

緑

＼

＼1

茶 赤

赤 紫 紫

澱だ㌧、だい

〆

幡

赤．

φ幡筋とりだbすきな形つくつて」醜ろ轡㌻

緒りα如だすや膿v’ったベンチの形しかつ

1くらない起舜合轍をつくれ徽．僻レ
幽く・購こしま齢も騨区㌣だ噌’構と
i大きい方か年小さい方に体系飾にし衷わせる。

獅図掃ンプ（図的汐ラス潔知）』
1藁

￥

赤

℃「このトランプを1枚ずつTと Cに1くばってふこれが

．、

来ない子も多いがこの課題で注意力 も養成さ、せそρ

　TTがやる様に赤のカード≧黒のカ7ドにわ砂ま しょ

　う。それが出来たら，赤のカードをとリジ鰍

　形◆》があるでしょうと示しながら夕2つにわけまし

よう。黒のカードも同じことをしましょう」
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牛庵他＝精神発達遅滞児の知能強化訓練

第12図　絵合せ1（図的，体系，認知）

踊題。
9δ

　　ΩG、1
、、　籔

　　醗、
＼

、 　■　　　　　　　　　、

　　　 ＼　＼』　、

Trどれとどれをあわ脚榊物が出来るでレよ う1蹄た所で rそ蝿そ締は馬1帆レτゆギ馳峰
　のはどれ？　空をとぶものは？・ 水の上をはしるのは？1道の上塗はしるのは？」

第14函　d嘘yma　m蕊a三k（函的，体系，認知）

第13図　絵合せ 正（図的プ体系，1認知）1

紫
　　彙

歩）つ）？9霊）

　　紫

鍔　））））

　　黄
，色嶺 、））

　棄索
1紫

T「さあ，これでCちゃんのよぐ知っているやさいをつ

、くってください」

　　まず絵のまわりの色が同色になるよう操作させる。

　そしてやさいの絵がきれぎれにならない様注意さぜで

　　　　　　　　　　　つくらせるo　… 　・
…一…

脇二 r奪黄』古∵
膏解緑黄脊

緑　’輩 　1黄
ポ、

P　　、

　　

F歩き

　緑
竺

　赤一
黄

ノ赤　黄

P赤

赤1

＞壷．1

赤

　黄 賛　緑

　　　 緑
膏　　　　黄　　　　　　〆　、　　　謂チ嘱

T「おなじもようをつくってみましょう！」

　　まず，背，緑2黄，赤の四色にわけさせ周辺部から

　色と形をまちがえずに入れさせていく。

　例えば衷ず最初は四隅の青，青2個がら三角形をつ

　くらせる。次にそのとなりの黄色又これはひし形の黄

　色という事に注意させる。

第姻迷路（甲的塗み岬粒
乱．1

」｛コ4』

、P

一一 ヒ　、．　一　 　 ．㌦二哩1

r　　　．　「　　　嘔　　　「　　　

噌・＜…iii…）1

T「ねこさんが，さかなをほしがっていますよ）どうやっていけばいいんでしょうね・黒い線ほ壁ですから・』ピれを

　とびこえてはいけませんよ」
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第17図　すうじ（記号的，単位，認知）

1 2 3

多捌

4 5 6 7 8 9・ 10

　　　　うき

T「すうじのかずだけ・うきをい種ごらんなさヤ・汀そう・すうじがおおきヤ・とうきもいっぱいになるね」

第璋図竃いろいた（図的ン体系，認知）

　　　　　　　　国

　　　　　　　赤　　　黄　　　茶
　　　　　　　　　難　　緑

、赤

黄

茶

　　黄

　緑紫 赤

第19図　スタンプ（記号的2単位，誕知）

［ヨ

T「おかしなじだね。さあスタンブをおしてごらん」

C「あ一圓ができた」

T「そう，スタンプは，じが鱗になっているんだ

　よ，それでは，このスタンブでCちゃんのなまえをつ

くってみよう」　　　　　』誠
だ
い
だ
い

T「いろや形を注意して，同じものをつくってごらんな

　さい」

　　　　　　　　　　　　9
第18図　ナンバーつみ木（記号的，単位，認知）

第20図　ナンバーパズル（記号的，関係，認知）

2

kβq3
qg く匠31彰彰　表

鋤1 φq

．噛『』6 裏

T「すうじと・えのかずは同じかな？」「すうじがおおき

　　　　　　　　　　　　　　　　一　くなるとつみ木がながくなるね」

Trすうじとえ触脅効猷iてく秘わせてン」
C「わかんないなあ」

T「それでは，童2臆の形をかんがえてご’らん。同じ

　形はどれ夕はまりにくかったら襯にして入
　れたら！」
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第21図　ミニドミノパズル（記号的，関係，認知）

○　　O

　　O

OO　ρ ○　　　0
　r

　　　O

○09・

　O　O

　○ 　○
○

○

O　　O

O　　O

　○ O　O　O

O　O

○　　○

　　○

○　○

　　　ロ○　　O　I　O
　　　ロ
　　　1　0
　　　ド○　　OI　　O
　　　I

○　　○

　○
○　　○

O

以上，教材を分類し，接近法を考えたのであるが，こ

れまでに示したのは，分類において図的，記号的なもの

所産でも，単位，クラス，関係，体系というものが多

い。これは，主に初期の導入に使う教材に限定したため

であってン今後もっと高次の他の分野についてものべた

いと思う。

参考交献

J．P．Gui夏for（1＝The　Nature　of　I｛uman　Inteiligen

ce（McCrow・Hill　B◎ok　Company，New　York）

　M．モンテッソーリ著，阿部輿美子，白川蓉子訳＝「モ

ッッソーリ，メソッド」目月治図害

　ヘンリー・レランド，ダニエル・スミス著，森脇要監

修，桜井芳郎編訳＝「精神薄弱児の行動療法」岩崎学術

幽版社

　W．M．クリュックシャンク著ア御藤隆二他訳＝「脳障

害児の心理と教育」誠信書房

　C．」ベライダーS，エセゲルマン著2松原達也他訳：

「新幼児教育法」日本文化科学社

T「いろんなかずのあながあいていて，それも2枚がい

　っしょになってるの。さあどおやっていれるとみんな

はいるかな。1方ずつよ　かずをか　えて入れるの

　よ。表一裏ひっくりかえしてもよいよ」

第22図　色玉（記号的，体系ン認知）

O　O　O　O　O
○　○　○　○　○

○　○　O　O　O

○　○　○　O　O

O　O　O　O　O
○

O
O
O

○

○

○

○

○

○

○

○

○赤

○脊

○黄

○緑

〈説明＞

T「まず赤玉だけ入れ

て，そうンできたら青

　・黄一・緑とみんな入れ

て」

T「さあゲームをしまし

　ようo　Cちゃんは赤と

黄色ンTは青と緑，ま

ずCちゃんが赤を入
れ，次はTが青，次に

Cちゃんが黄色，次に

Tが緑と順に入れていくのンまずCちゃん入れて，次

はT，次はCちゃん，色をまちがえないで／」
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